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はじめに

調査地の内モンゴル自治区は､地理的に中国の北部に位置し､北はモンゴル､ロシア連邦と国境を

接していて､東北から南西に延びる細長い地形を持っている｡東北には標高1500mの大興安嶺山脈が

南北に伸び､南の陰山山脈と黄河を境として､モンゴルから続く標高1000-2000mの高原が広がって

いる｡黄河流域に河套平原､大輿安嶺山脈の東側に遼敗平原が広がっている｡地形的に高原地域であ

ることから､表土が薄い｡または乾燥､寒冷的気候の地域であることから､過度な農業開発に耐えな

いといわれる｡

しかし､万里の長城沿線や東北三省 (異能江省､吉林省､遼寧省)との境界線に沿った一部の地域

では､案､漠時代から畑作を中心とする農耕生業が始まり､それらの地域は農牧交錯地帯と呼ばれて

きた｡そして､それらは北の遊牧勢力の盛衰に伴って牧畜と農耕の消長が繰返される地帯になった｡

清朝や中華人民共和国成立直後の開墾を受けることによって､そのような農牧交錯地帯はもっと北へ

広がる｡特に改革開放によって市場経済化が進むことに伴って､内モンゴル全域は生業変化 (牧畜か

ら農耕へ)だけでなく､市場経済化の浸透に直面しつつある｡

農業開発の進展に伴い内モンゴル地域では､半牧半農に向かう生業変化､｢砂漠化｣という環境問題､

伝統文化の変容などが起こっている｡それら変化の中心には､生態環境的に牧畜業にしか過さない地

域で､農耕化が進展することによって､その伝統的生業の転換が起こったことがある｡この生業の転

換とは ｢牧畜から農耕へ｣と ｢遊牧､放牧から畜舎飼養へ｣という二つに分けられる｡二つの変化は

明確に区別されるのではなく､ある程度同時に進行している｡生業変化に伴って､モンゴル牧民の伝

統的家畜である ｢草原五畜｣の解体が行われ､自然とともに生きてきた草原遊牧システムが崩れてい

くことになった｡その草原五富の解体については ｢解体されて行く草原五畜｣(王 2010)にまとめ

て論じた｡この論文において葦原五富の解体の背景には農業開発があることをすでに指摘している｡

しかしそこでは､主に ｢遊牧 ･放牧から畜舎飼養へ｣の変化を述べ､家畜の種類の変化とその原因を

明らかにすることをEl指した｡本論文では､生業変化の大きな背景でもあり､変化の結果でもある農

業開発とその進展及び市場経済化に焦点を当て､｢牧畜から農耕へ｣の変化とその影響を述べたい｡
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内モンゴル自治区の農業開発に関する研究状況として､牧畜社会研究の一環という立場から､砂漠

化の要因や社会変容の背景として位置づけて分析 ･考察したものがある (色音1998､鳥目陶克套胡

2006､鳥力更2∞9､恩和2002､プレンサイン2003､楊海英2004､バ ト2006､李暁峰2001など)｡これ

ら研究者は内モンゴルの環境問題や社会変容の背景として清朝における草原開墾と中国成立直後の農

業開発に重点をおいて検討している｡しかも農業開発はモンゴル人の土地利用の転換と利用権の変化

に関係しているとともに､それら変化に伴う民族運動もあったという経緯があるため､そこでの議論

がしばしば民族間題にすり替えられがちであるという指摘もある (ノJ､長谷 2010)｡

本論文では､先行研究の整理と歴史文献資料を振り返りながら､内モンゴル地域における農業開発

の歴史的流れとそれぞれ時期の特徴を生態人類学的観点から検討する｡農業開発がモンゴルに与えた

影響を人口の爆発的増加による耕地の拡大や農耕化の推進による生態環境の悪化､モンゴル人生括区

における半牧半農生業の形成などの側面から論じる｡そして､筆者自身の体験と現地調査を加えて､

現在の半牧半農社会の実態を措き､生業変化や市場経済化に伴った牧民の生活様式の変容を述べるO

最後に総合的に農耕の推進や市場経済の影響による内モンゴルのモンゴル人文化の変容の姿を指摘す

ることを目指している｡

1.内モンゴルにおける農業開発の流れとそれぞれの特徴

内モンゴルにおける草原開墾として､秦､漠朝における第一次開墾 (河套地域を中心にしたもの)､

清朝時代の開墾 (アラシャン盟とホロンポル市の一部を除く全域)､新中国成立直後の第三次開墾 (ア

ラシャン盟を除く全域)､1990年以降の市場経済化時代の開墾 (全域)という4回の開墾を取り上げる｡

1.1 秦朝から清朝までの開墾

表1からは､遊牧勢力の盛衰に伴った農牧交錯地帯における牧畜と農耕の消長を見て取ることがで

きる｡中国の歴史では､秦朝までは統一政権が形成されなかった.秦朝は初めて中国を統一して､そ

の統治地域の北境に万里の長城を作ったが､長城外には旬奴という奴隷制政権が成立した｡それ以後､

中原 (農耕文化)と北方勢力 (牧畜文化)の交流､衝突､浸透の歴史が開き､万里の長城沿線におい

て牧畜と農耕の消長が繰り返された (バト 2006)0

秦の始皇帝32年 (紀元前215年)､秦朝は旬奴を打ち破り､北側の一部の土地を占領して､オルドス

草原の一部を開墾したO始皇帝37年､中原地域が混乱に陥ると､旬奴は再びその地域を占領した｡そ

の後漢王朝 (紀元前206-紀元220年)は､現在の内モンゴルのパインノール盟とオルドス市の一部を

開墾し､犯罪者や難民､軍人など100万人が内モンゴルの河套地域に入植して生活するようになった｡

この時の開墾は内モンゴルの歴史では最初の開墾として記憶されており､草原開墾によって､生態環

境が破壊され､農耕が継続できなくなったといわれる｡紀元48年に政府はこれら地域の移民に食料と
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旅費を与え､故郷に帰らせた (恩和 2002)｡

表1 内モンゴルにおける葦原開墾 (紀元前221年-1616年)

朝代 時期 支配勢力 生業 移民(万人) 開墾された場所

秦 前221-前207年 遊牧民 遊牧 河妻､オルドス一部

漢 前206-220年 農耕民 農業北上 100.5 オルドス草原

三国一指 220-618年 遊牧民 遊牧南進

唐朝後期 707-907年 農耕民 農業は北､東へ進む 毛鳥蘇砂浜形成､ホルチン

遊金元 947-1367年 遊牧民 遊牧

三国時代から摘までは､中原地域にいくつかの政治勢力が同時に存在していたことから､現在の内

モンゴル自治区に相当する地域のほとんどは遊牧民族によって支配された｡唐の後期になると北方の

遊牧地域が再び中原勢力の支配下に入ることによって､農耕の北上現象が起こった｡

遼金元時代､遊牧民族の勢力が中原地域へ進出し､その支配下に入った農耕民はモンゴル地域に自

由に出入りできるようになった｡農産物に対する需要があったところに農作の担い手が現れたことに

よって､遊牧政権の下で農耕がモンゴル地域に浸透したのである (恩和 2002)｡この時の農業開発は､

それまでの開墾と区別してみる必要がある｡それまでの草原開墾は､中原勢力がその支配した土地で

強制的､かつ組織的に実行されたものであるのに対して､遼金元時代は､遊牧政権下での開発であり､

牧民の生業である遊牧に悪い影響を与えないことが基本的な条件として求められていたし､耕地とし

て選ばれる場所は良好な牧地は避けられるように配慮されていた｡

明朝に入ると､河套地区では､再び草原を開墾するための屯田兵が現れ､数多くの中原貧民が季節

的にモンゴル地域へ出入りした｡歴史的には､このような移民たちを ｢雁行人｣と呼ぶ (李暁峰

2001)｡｢雁行｣とは､中国の南北地域を股にかけて､春夏に北-､寒くなると南へ帰る ｢雁｣の移動

のことを指す｡大量の移民が流入することによって､草原が再び開墾されるようになり､南部のハラ

テン､トメド地区には農作地が広がり続けた｡以上に述べた草原における開墾の地区的分布は図1に

示されている｡そして清朝に至るとその政策に応じて､更なる耕地の拡大が起こる｡

1.2 清朝の開墾

表2は清朝時代に行われた草原開墾を四つの時期にまとめて示したものである｡開墾が行われた時

期の特徴､生業変化の状況､移民人数､開墾された具体的地区､耕地面積などについての記述がある｡

満州族支配下のモンゴルにとって､最初の100年 (17世紀半ば-18世紀半ば)は大きな混乱に直面す

ることはなかった｡清朝政府は､モンゴルの勢力を押し鎮めるために漢人移民のモンゴル地域への流

入を禁止する禁封政策を実施していた｡しかし､18世紀半ばごろから中原農民の流入が進み､清朝政

府は ｢借地養民｣(モンゴル人地域で漢人流民を安置する)令を公布し､モンゴルの農業開発の推進
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図1 内モンゴルにおける葦原開墾の略図 (前21年から1638年まで)

出所 丁バ ト2006年 374貫｣より引用

を図った｡さらに､19世紀後半期に増大した移民人口は､モンゴル社会にかつてない影響をもたらす

に至った｡20世紀に入って清朝政府の ｢移民実辺｣(移民することによって辺境地域を充実する)と

いう政策が実施されるようになる｡これはロシア勢力の南下と日本勢力の北進に対抗するものでも

あった (プレンサイン 2003)0

清朝最初の100年において､明朝から続く南部地域の農耕化がさらに進展 した｡明朝から開墾を受

けた内モンゴルのハラチン､ トメド地域においては､清朝初め頃にも相当の耕地が拡大した｡開墾が

進んだ主な原因はそれぞれの時代に実施された政策にあるはずだが､同時に､当該地域社会の内部要

因も考える必要がある｡清朝におけるモンゴルホショー1や寺院は､領内の土地を漢人や早 くから農

耕化したモンゴル人に貸し与えることによって地代をとり､現金収入を得ていた｡そのようなモンゴ

ル人内部の要因によって､それぞれ地区の農耕化が進んでいったと考えられる｡

筆者の調査地での聞き取 り2からもこの間の事情が明らかになる｡パインホア村の祖先たちは1650

l ホショーとはモンゴル語で旗を指し､モンゴル人の居住地の県レベルの行政姐総を指すC

2 聾者は､2011年の2月から3月に､パインホア村とタビン村において現地調査を行った (調査地については､

図5を参照のこと)｡
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表2 内モンゴルにおける葦原開墾 (1616-1911年)

時期 開墾の特徴 生業 移民 (万人) 開墾された場所 耕地面樵

1616-1748年 モンゴル人の 一部のモンゴル 4,2924 ハラテン 81094平方

農作 を激励､限定の限り漢人の流入を許可 人が耕作に参加 トメド メートル

1748-1795年 禁止と切れそ 耕作に参加する ジヨス ト

うな状態 モンゴル人が増加 ジヨウオド

1796-1901年 既成のことを 耕作に参加する 一年で平均200 ジヨス ト

許可しながら私壁 を禁止､遊牧に影響をさせない限り許可 モンゴル人が増加 世帯ぐらい増長 ジエリム

年ごろまでは現在の内モ

ンゴルの南部に当たるト

メ ド旗に生活してお り､

早 くから農耕化したモン

ゴル人であ る とい う｡

1650年ごろになって トメ

ド旗では､人口の増加と

土地の悪化が著しくなっ

た｡その時期に現在の通

達市ブリエー旗に当たる

場所で立派な仏教寺院3が

建てられ､寺院は広い土

地を持っていた｡その寺

院の耕地で労働力が必要

図2 パインホア村の移住経路

トメド - フリエー - ジャルート

出所 :パインホア村の調査から作成

3 村人によると清朝の始皇帝であるノルハチは､1644年に入関 (東北から中原へ)したとき､現在のフリエー

旗にあたる場所の小さな寺の僧侶から入関の予言を受けたことがあり､入関後にこの場所に大きな寺院を建て､

大面科の土地を与えたという｡
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とされたことがあり､村の祖先たちは悪化した生活環境から現在のプリエー旗に当たるところへ移住

してきたという (図2)｡

このような内外条件の下で内モンゴルの南部地帯において､農牧交錯地域が形成され､それが北方

-と拡大していった｡内モンゴル草原でははるか秦朝から農業開発を行ってきたが､清朝までの農業

開発はモンゴルの伝統的生業に大きな変化をもたらすものではなかった｡清朝からの草原における農

業開発の影響は深刻であり､内モンゴルの南から北､東､西へとあらゆる地域まで進んでいった｡そ

の農耕の浸透は新中国成立後も続くことになる｡

1.3 新中国成立直後から改革開放までの開墾

1949-1981年までの時期を中国では､改革開放までの計画経済期とする01949年に新中国が成立し

たが､政府にとってのこの直後の重要な課題は､社会を安定させることであった｡国内戦争 (1945-

1949年)における共産党のスローガンは､｢誰でも平等で､誰でも農地を持てる｣であった.それを

実現するため1947年から土地改革が始まり､誰でも土地を持てるようになった｡続いての問題は､農

民と地主､牧民と牧主､農民と牧民の間の社会矛盾に慎重に対応するということであった (バ ト

2006)｡この間題に対処するために農村集団化が進められ､1952年から生産合作社が､1958年からは

人民公社制が導入された｡

1958年以降の解決すべき問題とはまず､貧困から脱出することであった｡そしてこの時期の ｢農牧

結合経営｣政策の方針により､農耕指導の名目で他旗から農耕経験者として､早くから農耕化したモ

ンゴル牧民が移住させられた｡この政策の事例として､パインホア村の第二回目の移住を取り上げよ

う.1650年にトメドからフリエーへ移住したパインホア村の祖先たちはこの地 (フリエー)で300年

ほど農業を行うことにより､人口の増大や土地の悪化という困難を抱えるようになった｡そして､政

府の移住政策に従った選択を行うことになり､1964年にフリエーから現在のジャルート旗のパインホ

ア村に移住してきたという (図2)0

1966-1976年までの ｢文化大革命｣時代は政治的に不安定な時期で､耕地面積が増えていないこと

が､図3から明らかである｡1978年になって､｢文化大革命｣時代の政治混乱が押し鎮められ､1979

年からは改革開放が始まる｡生産を個人に請け負わせるという大きな改革が実行されるのは1982年の

ことである｡1982-1992年の時期は中国では､市場経済への過度期とされる｡この10年間､牧民の生

活水準が大幅に上昇したといわれる｡ただし､農耕地だけが請負されて､個人放牧地に対する請負制

はまだ実施されてなかったので､牧民が放牧地を耕地として開墾し､農耕を行うということも少なかっ

た｡いいかえれば､市場経済の影響が人々の生活に大きく及ぶことはなかった｡そのため､耕地はそ

れほど増加しなかったことが図3から読み取ることができる｡
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1.4 市場経済化時代の農業

1992年の部小平の ｢南巡講話｣を境に､中国は本格的な市場経済期を迎えることになる｡この時期

に内モンゴル地域では､放牧地の分配が行われ､個人放牧地が生まれた｡パインホア村の放牧地は

1997年に分配されるようになったという｡この時期までにE]が農作物の作付から収穫､買取りまでに

関与していた計画経済が終了した｡経済体制の変化は牧民の生活にも変化をもたらした｡この時期か

ら､家畜本体や､カシミヤ､農作物などの売却は村回りの商人に頼るようになった｡村人によると､

村域りの商人とは個人や家族的経営体であり､価格は非常に不安定であったという｡商人は殆ど漢民

族の人間であり､言語が障害となり腐される事もしばしばあったといわれる｡
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図3 内モンゴル自治区成立後の耕地変化

出所 『内モンゴル統計年鑑2010年』より作成

一一一耕地面相(万平方メートル)

市場動向に応じていたこの時代に､牧民が放牧地の一郎を自作耕地､あるいは貸し出し耕地に変え

たという｡筆者の調査でも､この時期に放牧地の耕地化が進んだことが明らかである｡筆者がインタ

ビューしたタビン村の30歳の男性は､漢語を話せる人間として､村人の牧草地を貸し出す際の仲介人

になり､大面積の牧草地を貸し出したという｡そのため､個人放牧地での耕地が広がり､新しい草原

開墾が行われたといえる｡タビン村と比べ､パインホア村は移民村であり､村人が所有する土地は比

較的少ない｡それとともにパインホア村のモンゴル人は農作の経験持つ者である｡それらの理由で土

地を村外の人に貸し出さず､できる限り自分たちで農作業を行ったという｡村人は現在耕作している

土地が5-10年後に､荒廃したり ｢沙地｣になったりすることを恐れながら耕作している｡2009年に
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なって耕作地の拡大が問題視され､大面積の耕作地占有者が罪を問われるようになることにより､放

牧地の開墾が一時止まることになった｡

1992年以降の開墾は､牧民が土地所有者の立場になってから行われたものであり､市場経済に飛び

込んだ時代の牧民の自発的選択によってもたらされたものだと考えられる｡この点から見れば1992年

以降の開墾が与えたダメージは非常に深刻だと考えられる｡21世紀に入ってから内モンゴルの砂嵐が

北京､天津などの隣接した大都市にまで被害をもたらしていることにより､中央政府はこの間題に目

を向けるようになった｡開墾禁止の令が出されたこともあったが､小規模な開墾は行われ続けている

ことが､図3からも明らかである｡

1.5 内モンゴルにおける農業開発

以上述べた通り､内モンゴルにおける農業開発は概ね4段階に分けられる｡相当長い歴史を持って

いるが､遊牧勢力の盛衰という政治的背景のもとで､その流れは断続的であり､清朝までは遊牧のあ

り方が大きく変化することはなかった｡清朝期や新中国成立直後における開墾はモンゴル牧畜社会に

大きな影響を与えたが､モンゴル民族の生業としての牧畜の位置づけに動揺がもたらされることはな

かった｡長い歴史を経て形成されたモンゴル民族にとっての牧畜という生業は､それら歴史における

変化を内部的な多様性として取り込んだといえよう｡しかし､市場経済化が進む近年､農耕への変化

が加速しているだけでなく､生業経済から市場経済へと転換している｡この転換は漠化や農耕化とい

うだけでなく､経済発展 ･開発を目指すもっと大きな世界的レベルの動向にかかわっている｡

市場経済化が進む中国では､地域間の経済格差が拡大している｡この過程において内モンゴルのよ

うな辺境地域は貧餌地域へと落ち込んで､更なる開発を受け入れなければならないとされている.

2000年からは､西部地域の環境問題や貧困問題を解決するために ｢西部大開発｣戦略が出され､そこ

に､生態環境の回復や貧困からの脱出という目標が掲げられている｡この事業に応じて牧民は故郷か

ら追い出され､都市部に近い生態移民村に移住させられ､畜産物を効率的に市場に提供するという機

能を担うことが期待されているのである｡

今や､資本主義的市場経済は世界のすみずみまで浸透している｡1979年から改革開放された社会主

義中国は､それまでにない新しい世界を経験するようになった｡1980年代からの生産請負制度や1990

年代の葦原地域における放牧地の個人分配などが生産や土地における私的役割を大幅に拡大すること

になった｡そして､市場経済の浸透によって､牧民は短期間で現金収入をもたらすカシミヤヤギを飼

養すること (王 2010)や個人用放牧地に畑を作ったり､放牧地を貸し出するようになった｡それら

の牧民の対応は､それまで長い期間維持されてきた地域の環境と人間の営みの間の安定的な関係を根

こそぎにしてしまう可能性をはらむものではないかと懸念されるのである｡

長い歴史をもつ内モンゴルにおける農業開発はこの地域にさまざまな影響を及ぼしてきたはずであ

るが､以下では､第二章で､牧畜から農耕への変化による環境､生業､人口-の影響を述べ､第三章

166



岡山大学大学院社会文化科学研究科紀要第32号 (2011ll)

では､生業経済から市場経済に転換することによってもたらされた牧民の生活様式の変容を取 り上げ

る｡

2.農業開発が葦原に与えた影響

2.1 人ロの増加と民族構成の変化

農業開発が進むことに伴い､漢人の移民が大量に草原に流入した｡その移民たちは内モンゴル草原

の人口の増大や民族構成の変化を招いて､モンゴル人の地域内移住をもたらした｡調査村のパインホ

ア村の移住はこのような背景のもとで繰 り返された｡農耕する漢人がモンゴル地域へ流入することに

伴って､流入先の人口の増加やそれに伴う土地の悪化が起こる｡その状況から脱するためにモンゴル

人の地域内移住が起こるのである｡このような流入や移住を長い間繰 り返すことにより､モンゴル人

の自治区である内モンゴルにおいて､モンゴル人が少数者になり､漢人が多数者になった｡表3では､

酒末の東部三盟のモンゴル人人口と漢人人口を示し､図4で､自治区成立後の人口変化を示している｡

表3にあるように､すでに酒末において東部3盟のモンゴル人人口の比率はいずれも低く､一番高い

ジョス ト盟でも約22%にすぎない｡

清末においてすでに圧倒的に多かった漢民族は､その後も増加が著しい｡ 現在の内モンゴル自治

区の総人口2422.1万人 (2010年)のうち､モンゴル人は402.95万人で､総人口の16.6%を占めている

にすぎない｡人口の継続的増加は､内モンゴル東部地域の人口密度を高くしたが､それに伴い､漢人

移民の圧力から北-移住するモンゴル人も多くなった｡農耕化した地域で温故的な農業の知識を身に

つけたモンゴル人たちが移住して､その移住先で農作を行うようになり､さらに農耕地が拡大すると

いうことになっている｡

最初は､万里の長城や東北三省と接していた地域の人口増加が著しかった｡間もなくその増加した

人口圧力から逃げるため北と西への移住を行った｡人口の圧力や農地の拡大に伴い､農耕に適さない

地域の土地が荒廃し､砂漠化がもたらされるのである｡

表3 清末の東部三盟のモンゴル人人口と漢人人口の状況

盟の名称 モンゴル人人口 比率% 漢人人口 比率% 総人口

ジエリム 193,000 7.7% 2,300,000 92.3% 2.493.000

ジヨスト 209.955 21.6% 760.000 78.4% 969.955

ジヨウオド 116.741 16.7% 583,000 83.3% 699,741

出所 :(李峡峰 2001年)より作成
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♂ ♂ ♂ ♂ ♂ ♂ ♂ ♂ ㌔㌔ ♂ ♂ ♂ ♂ ♂ ♂ ♂ ㌔ ㌔ ㌔ 銃声
図4 自治区成立後の人口変化

出所 :町内モンゴル統計年鑑2010年』より作成

l= 空讐 三悪先 人,l

2.2 生態環境の悪化

内モンゴル地域は生態環境的に農耕に過さない｡モンゴル人は昔から主に遊牧する生活を行い､彼

らの生存環境を守ってきた｡しかし長い間開墾のダメージを受けた内モンゴルはもはや美しい草原と

は言えなくなっている｡現在の内モンゴルは全域的に草原の砂漠化や退化が進んでいる｡内モンゴル

の総面積が118.3万平方kmのうち､砂漠の面積が11.64万平方kmで総面積の983%を占め､｢沙地｣4

面積が11.65万平方kmで､総面積の9.84%を占める｡

砂漠や沙地の拡大と同時に内モンゴル草原の退化も著しい｡草原の ｢退化｣とは草原の土壌の荒廃

や植物の衰退､水脈の減量などを含める､草原の総合的衰退を指す｡表4では､内モンゴル地域にお

ける退化している土地面積とその比率を示 している.新中国成立後の1960年の天然草原面積は8.67倍

平方メー トルあったのに対 して､1980年代には788億平方メー トル､1990年代末に74倍平方メー ト

ルにまで減ってきている.このように最近の30年だけで､1億平方メ- トルほどの草原が減少して､

減少率は11.5%になった01947年には､内モンゴル地域で､一頭のヒツジあたりに11平方メートルの

牧草地があったが､現在､2平方メートルしかないという指摘もある (李暁峰 2001)0

薯近の20-30年の短期間に放牧可能な草原の面積が縮小したという点から見ると､過放牧が草原の

4 砂漠と沙地について､中国では乾燥など厳しい気候条件下で自然に形成されたものを砂漠と呼び､人間の活動

で砂漠に似た状態になったものを沙地と呼んで区別する｡
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砂漠化の張本人という説明が成立するようにもみえる｡内モンゴル環境保護局の調査によると､内モ

ンゴル自治区の食草家畜は412倍頭あり､一年間必要とされる乾草が352.64億キロであるのに対して､

66.05億キロの乾草が欠けるのであり､短欠率が18.7%になっているO全自治区の33か所の牧業旗の

内28か所の旗で過放牧が行われており､乾草の短欠率が20%になっている｡この数字から見ると過放

牧問題は確かに存在している｡

しかし､過放牧の背景には､放牧を行う基盤としての草原がもはや豊かな放牧地ではなくなったこ

とと､放牧地が縮小したことがある｡現在の通達市､赤峰市､ヒンガン盟などの農耕地帯はそもそも

豊かな遊牧地域があった｡豊かな遊牧地域であればあるほどが農業開発の圧力を受けやすくなるとい

える｡内モンゴルの東部平原は､地域的に内陸河川が多く流れており､比較的豊かな水資源に恵まれ

ている地域である｡農業開発をするために､内陸河川ごとにダムが作られ､河川の流れがせき止めら

れる｡乾燥地域の内陸河川とは､そもそも河川の水が豊かではない｡にもかかわらず､農業開発のた

めに水資源が利用され､周辺の草原は退化に至る｡現在の通達市､赤峰市の多くの地区は､ホルチン

沙地に属するようになっている (図1)0

1980年代から内モンゴルに入って薬草を採掘することが盛んになり､毎年10万人ぐらいの人がその

ため流入して､一年間で1.5-3万キロの薬草を掘り出したという｡薬草の内､主に内モンゴルの中､

西部に生える ｢葉菜｣と言う薬草が注目されている｡この薬草の名前は､中国語の ｢発財｣と同じ発

音をする｡健康に良い､食べた人に財逆を与えるなどの理由で中国では有名な料理になった｡その薬

草が葦原に広く分布していて､それを採掘するために広い範囲の牧草地が掘り起され､採掘に使う鋭

い熊の手で別の草の根まで掘り出されてしまった｡そのため10年間で1.95億ムの牧草地が失われるこ

とになったとも言われる (李暁峰 2001)｡

内モンゴルの砂漠化の原因は人為的であり､人口増加､耕地の拡大､過放牧､過掘出しなどが草原

の生態環境を悪化させた｡環境の悪化が政府の注目を引きつけることになり､近年政府は､｢退耕還林｣､

｢退牧遺草｣などの政策を実施している｡しかし政策が不徹底であることや市場経済に踏み込んだ牧

民の現金意識の高まりもあって､今後の環境回復には多くの課題が残されている｡

表4 草原の退化状況

地域 シリンゴル 通達 赤峰 オルドス アラシャン

総面積 (kni) 202,600 59.500 90,000 86,800 270.200

出所 :(李暁峰 2001年)より作成

2.3 農牧交錯地蒜と半枚半農的生業

農牧交錯地帯とは､農耕と牧畜の中間に位置づけられ､どちらの形もとりうる地域のことである｡

中国北方の農牧交錯地帯は､東の大輿安嶺山脈から始まり､陰山山脈､オルドス高原を経て雲南省の
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西部まで続く｡内モンゴル自治区のうちで､最初に農牧交錯地区となったのは黄河流域に当たる河套

平原や万里の長城から近くのジョス ト盟とジョウオド盟の南部地域である｡その地域は､万里の長城

を境に中原地区と接 しているため､漢人移民の開墾を受けやすい地域であった｡東部地域においては､

図5 調査地である内モンヨル自治区赤峰市アルホルチン旗のタビン村と内モンゴル自治区通達市

ジャルー ト旗のパインホア村

出所 :内モンゴル自治区地図より作成
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最初は､ジョスト盟の5つの旗が開墾され､その後ジョウオド盟､ジエリム盟へと広がって､北-進

んでいった｡1907-1911年の間ジョスト盟､ジョウオド盟の総面積の63.9%を占める地区が開墾され､

ジエリム盟の総面積の38.5%を占める地区が開墾された｡長い間開墾にさらされたその地域の農耕化

を示すため､筆者の調査した2つの村について､その概容を述べよう｡

調査地のタビン村は､現在の内モンゴル自治区赤峰市の北部のアルホルチン旗のシヨゲン卿 (ソム)

に属する｡赤峰市は､1983年10月までジョウオ ド盟と呼ばれていたが､現在赤峰市となっている｡

1999年10月にその隣のジェリム盟も行政組織上 ｢通達市｣に改められた｡これらの行政組織上の変化

の例は,内モンゴル自治区の湊化の状況を示したものでもある｡もう一つの調査地であるパインホア

村はジェリム盟北部のジャルート旗のウリジムレン卿 (ソム)に所属するO生業別の分類において､

タビン村は牧畜村として､パインホア村は半牧羊農村として記載されている (内モンゴル統計年鑑

2010)｡本論文ではこの分類に基づき､タビン村を牧畜村､パインホア村を半牧羊農村として取り上

げる (図5)0

表5､6は半牧羊農村のパインホア村も牧畜村のタビン村も農耕を行っていることを示している｡

パインホア村は農業を主としていることが明らかである｡調査対象世帯として､村の家畜を飼養する

世帯を取り上げたにもかかわらず､どの世帯も収入の半分以上は農耕から来ている｡タビン村は牧畜

村であるといえるが､村人の平均生業収入の半分が農耕から得られている｡

調査地の人々は､｢生活が良くなっている｣という｡村人のいう生活がよくなっているということは､

現金収入が多くなっていることを指し､生活環境の悪化や伝統生業の変化をそこに含めてはいない｡

｢現在生活が良くなっている｣という人々の印象の根拠になっている経済的利益という側面が､これ

から悪化していくと考えられる生態環境という側面より優先されている｡このような実態は調査地の

二つの村だけではなく､内モンゴル全域に当てはまると考えられる｡内モンゴル全域で現在農耕をまっ

たくしていない地区はない｡しかし生活文化という観点からみれば､牧畜村は半牧羊農村と比べ､よ

り伝統文化を保持しているといえる｡以下の第三章では生業変化だけでなく､市場経済化に伴った生

活様式の変容を述べる｡

表5 2つの村の基本状況

村名 世帯 人口 収入/人 土地面積(万ム) 耕地面積(万ム) 利用可能の草場 (万ム) 2009年年末家畜頭数

夕ビン村 250 932 4560 15 0.9165 大家畜 ノト家畜

1654 14741

パインホア村 500 1083 4750 10.25 1.2304 6.642 ウシ 小家畜

注 :(Dlム-66666平方メートル
(む小家畜にヒツジとヤギが含める｡タビン村の小家畜の中ヒツジが1万頭､ヤギ4千頭以上Oパ
インホア村の小家畜の中ヒツジが200頭ぐらいで､他はヤギである｡
③大家畜に牛と馬が含める｡タビン村に今100頭ぐらいの馬がいる｡
(動パインホア村は移民村であるため､土地面積はタビンと比べて小さい.

171



草原におけるJii薬開発とその影響 王 桂 漸

表6 2つの村の生業別収入

村名 村人 年齢 農業収入(元) 家畜収入(元)

夕どン ヘシゲ 49歳 2万 9万

フセラ 40歳 7万 5万

テケシ 42歳 3万 11万

ノヽス 41歳 7万 5万

セレン 45歳 6万 3万

サイン 40歳 5万 5万

ノヾインホア エルデニ 56歳 3.4万 6000

ジヨリゲ 45歳 6.5万 2.5万

こ//ン′フ 28歳 5.2万 4.8万

徳明 36歳 4.5万 無し

金鎗 45歳 3.65万 1.75万

注 :2010年の収入を示している

3.｢タリヤチンモンゴル｣生活

筆者は1997-2007年にかけて中国新盤地域内で暮らしており､断続的な調査研究を行っていた｡新

鑑は中国の少数民族の一つであるウイグル人の自治区とされるが､新鹿でも17万人のモンゴル人が生

活しており､彼らはモンゴル人の伝統文化を比較的よく保持しているとされる｡新鑑のモンゴル人は

内モンゴル (特に内モンゴル東部)のモンゴル人を ｢タリヤチンモンゴル､ヒタドダンサイン､ガハ

イマハイデナ｣(農耕モンゴル人､漢語が上手で､豚肉食べる)という｡そこには､内モンゴルのモ

ンゴル人は生業的に農耕-転換しただけではなく､文化も変容したという意味がこめられている0

すでに述べた通り､タビン村は内モンゴル地域の牧畜村とされているにもかかわらず､村人の生業

収入の半分は農業から得られている｡パインホア村は半牧半農村とされていて､人々は主に農業収入

で生活している｡筆者はそのような二つの村において､それらの文化変容の段階を明らかにするため､

村人の名前､学校における使用言語や家庭での日常言語､食生活､年間行事についての比較調査を行っ

た (2011年2-3月)｡その結果タビン村の村人の人名はほとんどモンゴル語の名前であるのに対して､

パインホア村の村人の1969-1979年代に生まれた人々の名前に漢語の名前が多い｡1969年代以前に生

まれた人々の名前にも漢語の名前があるのが､1980年代以後生まれた人々の名前で漢語の名前はごく

少なくなっている｡どうして1980年代以後は､漢語の名前は少なくなったのか､という点については

今後の研究で論じるが､一般的に言って､タビン村と比べパインホア村の人名は湊化されている｡

学校における使用言語については､モンゴル人が通っているモンゴル学校ではモンゴル語を使用し､
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漢語と英語も教えている｡内モンゴル全域において､市場経済化の進展に伴って漢語の有用性が高まっ

ているという背景がある｡自分がモンゴル語の教育を受けた親たちが子供を漠語学校-入れるという

例も多くなり､モンゴル語で学校教育を受ける生徒は激減している (1990年の22.5万人から2004年の

138万人)(アルタン･バートル 2010)｡

家庭での日常言語としては､パインホア村はより漢語を多く使用している｡モンゴル語の文法に漢

語からの借用語を取り入れることによる変化したモンゴル語の東部方言の普及した村である｡実はタ

ビン村の属する赤峰市もモンゴル東部方言地域とされる｡しかしタビンの村人はより標準的なモンゴ

ル語に近い言葉を使用している｡

食生活については､どちらの村も一見したところ､米､野菜を食べていて､食糧の半分は購入され

ている｡食生活について注目されるのは豚肉である｡二つの村のどちらの牧民も豚を飼っている｡実

際に遊牧するモンゴル人は豚を飼わない｡遊牧する生活に豚は適してないからである｡内モンゴルの

モンゴル人は農作を行って定住化することにより豚を飼うようになった｡本来の伝統的な食品に含ま

れるはずのない豚肉が普及し､現在豚を自家食用だけなく､売却のためにも飼っている｡

筆者の大学時代 (中国中央民族大学､1993-1997年)のクラスメートの18人 (全員モンゴル人)の

出身地は､内モンゴル赤峰市が2人､内モンゴルヒンガン盟が2人､内モンゴル通達市が9人､新選

が5人であった｡筆者は通達市の北部の牧畜地区出身であり､ヒツジの肉も食べていたのに対して､

ヒンガン盟からの2人と通達市からの8人を合わせた10人は比較的に早くから農耕化した地区に生ま

れた人々であり､｢ヒツジの肉はくさい｣と言って全く食べなかった｡彼らのいうヒツジの肉とは､

遊牧されているヒツジの肉ではなく､畜舎のくさい空間で飼養したヒツジの肉というイメージなので

ある｡それは ｢遊牧 ･放牧から畜舎飼養へ｣と変化しつつある年代の ｢タリヤチモンゴル｣にとって

の食文化の変化を示していると考えられる｡そして牧畜民出身のモンゴル人が ｢ヒツジは汚いからヒ

ツジの肉は食べない｣という人も出てくるのだと思われる｡生業基盤を失った食文化は変容する運命

にあることを示す事例だろう｡

モンゴル人における年中行事としてとくに重要なものは､春を迎える ｢チャガンサラ｣(白月を意

味する旧暦正月)と､毎年夏秋に行われる ｢オボータヒホ｣(オボーを紀ること)に伴う ｢オボンナ

イリ｣(オボー祭り)があげられる｡旧暦正月を指す ｢チャガンサラ｣は毎年の2月ごろである｡

2011年に筆者が調査に入った時期はちょうど ｢チャガンサラ｣であって､2つの村の年中行事を比較

することができた｡図6の家の主人 (パインホア村､男､47歳)はモンゴル語の小学校教育を受けた

経歴を持つ者であるが彼の家のドアには漢字で書かれた ｢春聯｣が飾られている｡このようにパイン

ホア村の年賀の絵や ｢春聯｣は漢字で書かれ､農耕生活や農作業の収穫を祝福するものが多い｡それ

に対して､タビン村ではモンゴル語で書かれた家畜に関わる内容のものが多く見られる｡実は､｢春節｣

の時期にドアに ｢春聯｣を貼る文化はモンゴルの伝統ではなく､農耕をする漢民族の習慣である｡村

人によると､そもそもチャガンサラにおけるお祝いとしては､自家産の畜産物や農産物が使用されて
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いたが､現在は完全に購入した物を使っているという｡

｢オポータヒホ｣に伴う ｢オボンナイ1)｣については､今後塙を改めて詳しく述べることにするが､

本論文では2つの村のオポーの変容について概観する｡オポーとは､草原で石を積み上げた壕形のも

のである｡オポーは土地と土地の境界を表し､天神､地神を示巳り､祖先を配る場所である｡さらには

旅人が道中の安全を祈願する場所でもある｡重要な役割としては､辛魅が訪れた季節に雨を願う雨乞

いのための祭壇､ないし災害や病を防いだり自然の豊かさや人間の健康､家畜の繁殖を願ったりする

ときの祭壇でもある.オポーを配るために ｢オボンナイリ｣(毎年の7-8月)を行う｡｢オボンナイ

リ｣ではプフ (モンゴル相撲)､競馬､弓肘の三つのゲームをする｡その点では ｢オボンナイリ｣は

祭紀文化というだけではなく伝統スポーツの主な伝桑母体としてモンゴル人のアイデンティティの確

認および強化に重要な役割を果たしているともいえる｡しかし近年オボーの変容が著しい｡

タビン村は村のオポーを持ち､毎年の旗レベルのオボー祭りにも参加している(図7)｡しかしオボー

祭りに行う祭把の形式やそこで行うスポーツの種類は変化しているという｡形式についてはより単純

化され､スポーツについては､プフ (モンゴル相撲)だけするようになっているという｡それに対し

てパインホア村はオポーを持たないし､祭りもしないという｡村人の祭紀文化といえば､お墓参りに

行う祖先配りがその代表ということになる｡お墓参りは毎年の4月5日前後に行われる｡実はそれは

中国農耕時節の一つである ｢清明節｣であり､農作業の開始を告げるものであるともに､祖先祭紀も

行うという農耕民族である漢民族の習慣である｡村人によれば､現在葬式における儀礼的行為が少な

くなり､礼金のことが重視されるようになっているという｡

長い間の生業変化を経験してきた内モンゴル牧畜社会は､現在生業経済から市場経済という転換を

受け入れようとしている｡その生業経済から市場経済への転換の過程について､市川 (1997)はその

過程において ｢生業と資源利用の特化が促進される｣と述べているが､内モンゴルの場合も､生業と

資源利用の特化が急激に進展しているのだと考えられる｡それは通常､自給用の余剰産物の売却に始

まり､次第に市場販売部分が増加するとともに商品畜産物や商品作物以外の物の重要性が低下すると

いう形で進行するのだといわれる (市川 1997)｡内モンゴルのモンゴル人は､現在そのような市場

化の道を歩み､生業基盤を失うだけではなく､食生活､言語､年中行事などのような生活の最も基本

的な部分にもその影響が浸透しているのだと考えられる｡

終わりに

内モンゴル草原は歴史的に牧畜生業が成立した地域であるが､それはこの地域の生態環境が牧畜に

連合的だからである｡しかし草原は相当長い農耕化の歴史を持っている｡本論文では長い間､経済的

効果という観点から宣伝され､実施されてきた農業開発が､内モンゴルのような表土が薄く､寒冷強

風の高原地域には適さないものであったことを明らかにした｡その地域は農耕化の道を経て､今､市
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場経済化へ飛び込んでいる｡市場経済化はその社会の自律的な調整機能を弱め､その地域の更なる環

境破壊を助長する恐れがあると考えられる｡

政策を決定する側がこの社会の発展モデルを設計する時､この社会を支えてきた生業やその生業を

基盤として蓄積されてきた人々の知識や認識を重視しなければならない｡中国最初の少数民族自治区

として成立した内モンゴル自治区の経済建設と社会発展は､環境に適した生業様式の継承と発展とい

う基盤から考えなければならない｡最近､農耕地域における ｢退耕還林｣､牧畜地域における ｢退牧

図6 ドアの漢字の春聯飾り (パインホア村)2011年2月に筆者が撮影

図7 アルホルチン旗のオボー 2011年2月に筆者が撮影
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還革｣という政策が実施されている｡その政策は､退化した生態環境を回復しようとする意味で当該

地域の産業選択上の理性的反省であると考えられる｡しかし､植生を回復するという生態的側面だけ

ではなく､当該地域の持続的発展をもたらすためには､その地域に適する生業様式を重視しなければ

ならない｡

牧畜地域では､農業を行うことにより農作物の芯や枝などが家畜の餌になり､家畜の糞は農地の肥

料になるという点があることから､牧畜と農業を同時に行うべきだという考え方がある (王来喜

2008)｡筆者の調査地であるパインホア村の現在の状況からも牧畜と農業は互いに補い合っているよ

うに見える｡しかし村人によれば､家畜を持たない世帯が多くなって､家畜の糞を肥料にする世帯は

非常に少なくなり､大量に化学月巴料を使っているという｡そのことにより土地の荒廃も起こっている

という｡家畜の糞は確かに土地にエネルギーを注ぎ､葦原の豊かさを守る資源である｡しかし現在草

原の退化により家畜は､自然の植物を餌として取ることはできなくなり､農作物の芯や枝を食べる ｢畜

舎飼養牧畜｣の時代を迎えているのである｡

歴史的に農耕化の時間は非常に長いことはすでに述べた通りである｡畜舎飼養は､退化した草原環

境に対応するため生まれたものでもある｡はじめのところで述べた通り､｢農耕化｣は､これまでの

内モンゴル牧畜社会の変容を研究する人々に注目されてきた｡本論文では､農耕化の影響を示すのみ

ならず､市場経済化が進む近年の変化を取り上げ､これら二つの変化を明確に区別する観点が､その

全体像の理解にとって不可欠であることを主張した｡

最後に留意しておきたいことは､この市場経済化の中にあって､遊牧的知識を生かしている牧民の

行動がいまだに認められるという点である｡タビン村とパインホア村の家畜を持つ世帯は､夏になる

と村から離れて､個人放牧地で ｢オトル｣という宿営地を作るようになっている｡家畜の改良に反対

し､生態環境に適する在来家畜を飼うように変化する傾向もある｡村人によれば､｢オトル｣に出たら､

定住地の畜舎を離れ､家畜に比較的に広い空間を作り､可能な限り一時放牧も行うという｡パインホ

ア村の45才の女性は､19年前結婚する時､結婚贈与として親から17頭のヤギと3頭のヒツジをもらっ

たが､そのヤギとヒツジは､現在あわせて200頭になっているという｡ヤギを完売して農耕だけすれば､

労働力分配上にも楽である｡しかし､ヤギを完売したら寂しくなると考えて家畜飼養を続けているの

だという｡

｢ヤギを完売したら寂しくなる｣という村人の考えが､モンゴル人における牧畜文化特有の思考で

ある｡モンゴル伝統文化は遊牧生業を基盤とし､モンゴル民族に固有の文化システムを作りだしたの

である｡農業に適さない地域では､その地域の気候条件や環境に適した家畜を馴致し､それらの家畜

の種類を組み合わせることで､自然に適応してきた｡そして長年の経験を通して､蓄積された知識が

民族に固有の観念世界を構成しているのだと考えられる｡牧畜から農耕への変化を経て､市場経済へ

飛び込んでいく過程でこのような知識はいつまで維持されるのかは定かではない｡しかし､それらの

存続を困難にする条件を読み解きつつ､その一方で､このような大きな圧力の基でも生き残ることに
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なるものとしては何かについて､現時点における見通しを立てることは､本研究における今後の課題

である｡
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